
東北地方の野鳥における 

高病原性鳥インフルエンザウイルス検出状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

３月以降も、断続的に東北地方の野鳥から高病原性鳥インフルエ

ンザウイルスが検出されています。 

隣接県の野鳥からも検出されているため、未だ予断を許さない状

況です。引き続き十分な警戒をよろしくお願いします。 

 
〇 家きんでの発生 １道１３県 ５１事例（４月１日時点） 

〇 飼養鳥 発生無し 

〇 野鳥  １道１７県 １４９事例（４月１日時点） 

※ 表は直近５事例です。 

事例

No. 
検体回収場所 回収日 種名・種類 亜型 

１４３ 岩手県大船渡市 3/21 死亡野鳥（ハシブトガラス） H5N1亜型 

１４４ 岩手県大船渡市 3/22 死亡野鳥（ハシブトガラス） H5N1亜型 

１４５ 岩手県大船渡市 3/23 死亡野鳥（ハシブトガラス） H5N1亜型 

１４６ 福島県田村市 3/25 死亡野鳥（ハシブトガラス） H5N1亜型 

１４７ 岩手県釜石市 3/25 死亡野鳥（ハシブトガラス） H5N1亜型 
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ウイルス侵入防止のため、飼養衛生管理の徹底、鶏の健康観察

の励行、異状を認めた際の早期通報をお願いします。 

 

鶏に異状が認められた際は速やかに当所まで通報を！ 

庄内家畜保健衛生所０２３５－６８－２１５１ 


